
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
建物の室内の床面から、この床面に人が座った際の視線高さまでに到る開口範囲と、この
床面に人が立った際の頭上から、天井面までに到る開口範囲との双方の開口範囲に開口す
るように、 外壁面に開閉式の窓が設けられたことを特徴とする建
物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、窓の配置によって居住性が考慮された建物に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、図３に示すように、建物ａには、室内ｂに人ｃが立った際の上半身に相当する
外壁面ｄの上半部が開口するように設けられた腰窓ｅや、室内ｂの床面ｆから、室内ｂに
人ｃが立った際の頭上付近までに到る外壁面ｄの略全体が開口するように設けられた掃出
窓ｇなどが設けられている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、隣接する建物ｈの窓ｉと対面しているような都会の狭小地の建物の場合、上記従
来の腰窓ｅや掃出窓ｇだと、室内ｂが覗かれ易くなるといった不都合を生じることとなる
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。
【０００４】
また、このような室内ｂにおいて、天井面ｊを明るくすると、上方へ拡がるような感じに
なって室内ｂ全体を広く感じることとなるが、上記従来の腰窓ｅや掃出窓ｇの場合、天井
面ｊへ直接採光するといったことが難しいといった不都合を生じることとなる。
【０００５】
さらに、近頃の建物ａは、気密性が高められているため、上記従来の腰窓ｅや掃出窓ｇだ
と、室内ｂに取り入れた風を逃がすために、室内ｂの他の外壁面ｄにこのような腰窓ｅや
掃出窓ｇを設けて通風性を確保しなければならない。ところが、室内ｂによっては、外壁
面ｄが一面しか無い場合があるので、上記従来の腰窓ｅや掃出窓ｈでは、外壁面ｄに二箇
所以上設けることができず、充分な通気性を確保することができないといった不都合を生
じることとなる。
【０００６】
本発明は、係る実情に鑑みてなされたものであって、外部からの視線をカットするととも
に、空間的拡がりのある快適な室内空間を得ることができる建物を提供することを目的と
している。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するための本発明の建物は、建物の室内の床面から、この床面に人が座っ
た際の視線高さまでに到る開口範囲と、この床面に人が立った際の頭上から、天井面まで
に到る開口範囲との双方の開口範囲に開口するように、 外壁面に
開閉式の窓が設けられたものである。
【０００８】
【実施例】
以下、本発明の実施例を図面を参照して説明する。
【０００９】
図１は建物１の要部構成の概略を示している。
【００１０】
すなわち、この建物１は、都会に建てられた三階建住宅であって、一階の居間１１の外壁
面１２に下部窓２と上部窓３とが設けられている。
【００１１】
建物１は、居間１１の外壁面１２が、隣地建物４に設けられた腰窓４１と対面することと
なる。
【００１２】
そのため、居間１１は、例えば、室内高を２５００ｍｍとした場合に、床面１３から７５
０ｍｍの範囲で開口した下部窓２と、天井面１４から７５０ｍｍの範囲で開口した上部窓
３とが設けられ、隣地建物４の腰窓４１と対面しないようになされている。この下部窓２
および上部窓３としては、引き違い窓、片開き窓、両開き窓、固定窓などの各種のもので
あってもよい。
【００１３】
これにより、居間１１の下部窓２および上部窓３が、隣地建物４の腰窓４１と対面しない
ので、居間１１を利用する人５にとっては、隣地建物４の人と視線が合うといったことも
無くなる。特に、都市型の建物１の場合、限られた土地を有効に生かすため、無駄な塀（
図示省略）を作らず、外壁１２をそのまま隣地建物４や道路（図示省略）との境界として
、すっきりした外観に仕上げることが好ましいが、このように下部窓２と上部窓３とを設
けることによって視線を遮ることができるので、すっきりした外観に仕上げることを実現
することができる。また、通常の窓と設置位置が異なるこのような下部窓２および上部窓
３を使用することで、建物１の外観の意匠性を向上させることもできる。
【００１４】
また、下部窓２からの採光により床面１３が明るくなり、上部窓３からの採光により天井
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面１４が明るくなるので、居間１１の内部空間が広く感じられることとなる。
【００１５】
さらに、下部窓２および上部窓３を共に開閉式のものにした場合、居間１１の内部空間の
上下の二箇所を開口させることができるので、風の通りが良くなり、優れた通風性が得ら
れることとなる。
【００１６】
なお、本実施の形態では、居間１１について述べているが、図２（ａ）に示すようなダイ
ニングルーム１５であっても良いし、図２（ｂ）に示すようなベッドルーム１６であって
も良いし、図２（ｃ）に示すような和室１７であっても良い。図２において、１５ａはダ
イニングテーブル、１６ａはベット、その他、図１と同部材には同符号を付す。また、部
屋と部屋とをつなぐ廊下などであっても良い。特に、図２（ｃ）に示すような和室１７の
場合、畳１８に座った人５が外の植え込み６を眺めるのに下部窓２の位置が丁度良い。ま
た、下部窓２は、低い位置に設けられるため、建物１の外の植え込み６の外側に小さな塀
７を設けるだけで、外部の通行人８の視線を防ぐことができる。
【００１７】
また、建物１の二階以上の階の各部屋に下部窓２および上部窓３を設けても良い。ただし
、二階以上の階の場合、下部窓２が引き違い窓、片開き窓、両開き窓などの開閉式だと、
この下部窓２から人５や物が落下する危険性を生じるので、下部窓２の外側に面格子（図
示省略）やガラリ（図示省略）などを固定したものを使用する。特に、建物１の二階に下
部窓２を設けた場合、地上から見上げることで、下部窓２を介して部屋の内部が覗かれ易
くなるので、面格子やガラリなどを設けることで、これらの視線をカットして通風と採光
を確保することができる。
【００１８】
さらに、本実施の形態では、下部窓２および上部窓３の双方を居間１１に設けているが、
下部窓２または上部窓３の何れか一方だけであっても良い。
【００１９】
さらに、本実施の形態では、居間１１の単一の外壁面１２に下部窓２および上部窓３を設
けているが、隣接する二つの外壁面１２に跨がるように、出隅コーナータイプの下部窓２
および上部窓３としても良い。
【００２０】
さらに、本実施の形態では、下部窓２は、床面１３から７５０ｍｍの範囲で開口するよう
になされているが、この開口高さとしては特に７５０ｍｍに限定されるものではなく、室
内高に応じて適宜決定すれば良い。下部窓２の開口高さの目安としては、床面１３に人５
が座った際の視線高さ程度が良い。また、上部窓３についても、天井面１４から７５０ｍ
ｍの範囲で開口するようになされているが、この開口高さとしても特に７５０ｍｍに限定
されるものではなく、室内高に応じて適宜決定すれば良い。上部窓３の開口高さの目安と
しては、床面１３に人５が立った際の頭上から天井面１４に至る開口範囲が良い。
【００２１】
さらに、本実施の形態では、都市型の三階建て住宅の建物１について述べているが、特に
三階建て住宅の建物１に限定されるものではなく、平屋建て、二階建ての建物１であって
も良い。
【００２２】
【発明の効果】
以上述べたように、本発明によると、建物の室内の床面から、この床面に人が座った際の
視線高さまでに到る開口範囲と、この床面に人が立った際の頭上から、天井面までに到る
開口範囲との少なくとも一方の開口範囲に開口するように窓を設けているので、この建物
に隣接する道路や隣地建物からの視線を遮って、建物内の通風性および採光性を得ること
ができる。したがって、建物の外壁をそのまま道路や隣地建物との境界としてすっきりし
た外観の建物とすることができ、限られた土地を最大限に生かすことが可能となる。
【００２３】
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また、建物の室内は、この窓からの採光によって床面およびまたは天井面を明るくするこ
とができ、室内空間を広く感じさせることができる。
【００２４】
さらに、 双方の開口範囲に開閉式の窓を設けているので、一
方から取り入れた風を他方から出すといった具合に風の通りを良くすることができ、気密
性が高い室内においても、優れた通風性を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】建物の要部構成の概略を説明する部分断面図である。
【図２】（ａ）ないし（ｃ）は、建物の他の実施の形成を示す部分断面図である。
【図３】従来の建物の要部構成の概略を示す部分断面図である。
【符号の説明】
１　建物
１１　居間（室内）
１２　外壁
１３　床面
１４　天井面
１５　ダイニングルーム（室内）
１６　ベットルーム（室内）
１７　和室（室内）
２　下部窓
３　上部窓
５　人
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【 図 ３ 】
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